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今後の渋滞対策（案）

資料３
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１．国道１３９号西富士道路 広見IC （実施主体：国土交通省） 利用者団体連携

１－１ 西富士道路 広見IC北進オフランプ改良による車線拡幅

左折
6,378 

65%

直進
171 
2%

右折
3,225 
33%

○ 広⾒IC下りオフランプは、容量の不⾜による交通渋滞が発⽣し、渋滞末尾が本線交通を阻害。
○ 広⾒IC下りオフランプの容量を拡⼤し、本線への影響を低減させるため、左折レーンの追加、およびオフランプの延伸対策に着⼿。

■現況の交通状況・渋滞要因

■広⾒IC下りオフランプの交通実態
《滞留⻑》 《⽅向別交通量内訳》

■対策イメージ
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⾄ 広⾒IC交差点

左折交通
65％

ランプ延⻑
約100m

出典︓R2.10.6（⽕）交通量・渋滞⻑調査結果
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■事業概要 ■渋滞発⽣状況

２－１ 富士川かりがね橋

○ 富⼠市の平野部において、⼀級河川富⼠川にかかる⼀般道路の橋梁は「富⼠川橋」と「新富⼠川橋」の2橋しかなく、交通容量が不⾜。
○ 富⼠川橋の渋滞緩和、緊急輸送路の補完、富⼠川東⻄の交流促進などを⽬的として、富⼠川かりがね橋及び周辺道路の整備を推進中。
○ 令和5年度の開通を予定。

○標準断⾯図

○事業計画

○富⼠川橋東岸における渋滞発⽣状況○富⼠川橋・新富⼠川橋における
交通量・交通容量

■期待される整備効果
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【グラフ凡例】
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○位置図

橋梁部741.5m

県施⼯ 1,400m

道路部658.5m

市施⼯ 500m
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（かりがね橋整備前）
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（かりがね橋整備後）

富⼠川かりがね橋

○富⼠川かりがね橋の整備により、現道（富⼠川橋）の交通量が減少。
→渋滞の緩和や東⻄交流の促進が⾒込まれる。

出典︓令和２年度事業再評価資料（静岡県）

（台/⽇）

○位置図

-凡例-
︓主要渋滞箇所（交差点）
︓主要渋滞箇所（踏切）

２．富士川かりがね橋 （実施主体：静岡県・富士市）

朝⼣を中⼼に、慢性的な渋滞が発⽣。

出典︓平成27年度 全国道路・街路
交通情勢調査⼀般交通量調査
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３．静岡南北道路長沼立体 （実施主体：静岡市・国土交通省） 利用者団体連携

３－１ 静岡南北道路長沼立体

令和4年度 第１回中部地⽅⼩委員会
静岡南北道路⻑沼⽴体 第１回計画段階評価を加⼯

○ 計画段階評価区間は、静岡市葵区沓⾕〜同市駿河区池⽥を結ぶ延⻑約2kmの区間。
○ 令和5年2⽉3⽇に開催した中部地⽅⼩委員会 第1回計画段階評価において、政策⽬標（案）の設定と計画段階評価⼿続きの進め⽅（案）を決定。

■詳細図

1

静岡市
葵区

1

E1A 新東名⾼速道路

E1
静岡IC

新静岡IC

150

1

⽇本平久能⼭
スマートIC

149

362

362

⾄
名
古
屋

⾄
東
京

沓⾕

池⽥

■スケジュール
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対応⽅針の決定（概略ルート・構造）

令和3年8⽉30⽇

令和5年2⽉3⽇

静岡県
道路交通渋滞対策

推進協議会

〔検討内容〕

中部地⽅⼩委員会
（第1回）

〔審議内容〕

意⾒聴取

中部地⽅⼩委員会
（第2回）

〔審議内容〕

意⾒聴取

中部地⽅⼩委員会
（第3回）

〔審議内容〕

◆⻑沼交差点の現状と課題
◆⻑沼交差点の対策の⽅向性

◆⻑沼交差点に求められる機能

◆計画段階評価⼿続きの進め⽅（案）
◆これまでの検討状況
◆道路交通の現状と課題
◆意⾒聴取⽅法（案）

◆地域の状況
◆政策⽬標（案）の設定

◆意⾒聴取内容
○地域の道路交通課題

◆意⾒聴取⽅法 《ヒアリング・アンケート》
対象者︓地⽅公共団体、関係団体、地域住⺠、道路利⽤者等

○政策⽬標（案）

◆意⾒聴取結果
◆複数案の設定
◆意⾒聴取⽅法（案）

◆政策⽬標の設定
◆評価項⽬の設定

◆意⾒聴取内容
○複数案の⽐較評価時に重視・配慮すべき事項

◆意⾒聴取⽅法 《ヒアリング・アンケート》
対象者︓地⽅公共団体、関係団体、地域住⺠、道路利⽤者等

◆意⾒聴取結果
◆対応⽅針（案）の検討

◆地域の意⾒を踏まえた整備⽅針
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３．静岡南北道路長沼立体 （実施主体：静岡市・国土交通省）

３－２ 政策目標と課題

令和4年度 第１回中部地⽅⼩委員会
静岡南北道路⻑沼⽴体 第１回計画段階評価を加⼯利用者団体連携

■静岡市内の道路種別死傷事故率（路線別）

■静岡県内国道1号における渋滞損失時間と静岡県内国道1号平均⽐較

■⽣活道路での事故発⽣状況
＜通⾏⽬的（⼈対⾞両事故）＞

■沓⾕5丁⽬南(交)→池⽥(交)
（約1.7km）の所要時間

■平成29年台⾵21号と平常時の速度差
交通が集中し速度低下

■⻑沼⼤橋のロッキング橋脚構造

熊本地震で落橋したロッキング橋脚構造の橋
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宮島東
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交差点

静岡県内
国道1号
平均

※出典︓主要渋滞箇所モニタリングデータ（R3.9-11⽉データ）

127 121

（万人時間 / 年）

（件/億台キロ）

約2.5倍

⾄
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京

出典︓国⼟交通省HP出典︓ETC2.0データ ※センサス対象路線のみ表⽰ 台⾵21号来襲時︓H29.10.23（⽉）

⻑沼交差点の渋滞

74

⾄ 静岡鉄道踏切先詰まりにより
左折を阻害

踏切等により従道路の
直進交通が先詰まり

※写真撮影⽇︓R4.8.26(⾦)18時台

富⼠由⽐BP
富⼠⽴体

東駿河湾
環状

東駿河湾
環状

東駿河湾
環状

■(主)⼭脇⼤⾕線（⼤⾕放⽔路東交差点
〜豊地交差点）の信号交差点密度》
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※出典︓ H27全国道路・街路交通情勢調査

静岡県平均1.0箇所/km

事業名※ ︓各交差点における渋滞対策の計画

（箇所/km） （分）

データ︓ITARDA（H29-R2）（交通事故・⽣活道路統合データ）
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業務
17%その他

67%

※1：柚木交差点～国吉田交差点間 ※2 ：沓谷5丁目南交差点～池田交差点間
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速度データ︓ETC2.0プローブ情報（R4.10⽉平⽇）
朝ピーク時(7・8時台）平均旅⾏速度

○富⼠市・富⼠宮市においては、各市街地を中⼼とした渋滞や主要幹線軸である国道1号バイパス、国道139号で渋滞が発⽣。
○富⼠市・富⼠宮市の主要な渋滞箇所では、渋滞緩和に寄与する渋滞対策の実施・検討が進められてきたものの、渋滞が残る状況。
○⼀⽅、中部横断道や新東名、国道138号バイパス等の道路整備が進められ、基本策定時と⽐べて道路ネットワーク・交通状況ともに⼤きく変化。
○上記を踏まえ、富⼠市・富⼠宮市を⼀体的に岳南地域として交通課題を共有し、対策の検討、分析・効果検証を⾏うため、『岳南エリアWG』を⽴ち上げるものである。

■岳南地域を取り巻く道路交通環境■岳南地域における交通課題及び取組中の主な事業

■岳南エリアWGの内容 ■岳南エリアWG体制

道路管理者 警察 基礎⾃治体 交通事業者

※「協議会」構成組織を中⼼とし、必要に応じ関係者の出席を求める

運輸局

国、静岡県、
NEXCO

富⼠市
富⼠宮市

鉄道事業者
バス事業者

タクシー事業者など

中部運輸局
（静岡運輸⽀局）

静岡県警察本部
富⼠警察署

富⼠宮警察署

・岳南エリアにおける道路の使われ⽅
・岳南エリアにおける現状の交通課題の把握、渋滞要因分析
・道路整備状況及び既存計画（未整備都計道の状況）
・短期・中期・⻑期対策の検討（対策のメニュー出し）
・各種対策実施後の交通状況の把握・効果検証

※

52

52

1

静清バイパス
清⽔⽴体 事業中

富⼠由⽐バイパス
富⼠⽴体 事業中

新富⼠川橋
H4年度無料化

富⼠宮道路
H7年度
無料化

東駿河湾環状道路

三島塚原IC〜
函南塚本IC

H26年2⽉ 開通

沼津IC〜
三島塚原IC

H21年7⽉ 開通

須⾛道路・
御殿場バイパス

（⻄区間）
R3.4⽉

2⾞線開通

新御殿場IC〜
新秦野IC
事業中

御殿場JCT〜新御殿場IC
R3.4⽉ 4⾞線開通

笹原⼭中バイパス
R2.2⽉開通

御殿場JCT〜三ヶ⽇JCT
R2.12⽉6⾞線化

新東名⾼速道路

中
部
横
断
⾃
動
⾞
道

Ｒ
３
．
８
⽉
全
線
開
通

⻄富⼠道路
H24年度
無料化

富⼠
市役所

富⼠宮市役所

469

139⾝延⼭IC

下部温泉早川IC

富沢IC

南部IC

新清⽔IC

新清⽔JCT

新富⼠IC

富⼠IC
駿河湾

沼津SIC

愛鷹
SIC

富⼠川SIC

御殿場IC

新御殿場IC

富⼠吉⽥
忍野SIC ⼭中湖IC

富⼠吉⽥IC

河⼝湖IC

⾜柄SIC

新静岡IC
清⽔IC

清⽔JCT清⽔いはらIC

御殿場JCT

富⼠改良
事業中

469

1

246

413

138

静岡市

⼭梨県
南部町

富⼠宮市

富⼠市

御殿場市

⼭梨県
⾝延町

⼭梨県
早川町 ⼭梨県

鳴沢村
神奈川県

沼津岡宮IC
〜愛鷹IC
事業中

300 13920km/h未満
20〜30km/h
30〜40km/h
40km/h以上
データなし

【旅⾏速度】

交差点
踏切
区間

【地域の主要渋滞箇所】

富⼠宮市

富⼠市

静岡市

139

1

1

469

469

52

新富⼠IC

富⼠IC

新清⽔IC

富沢IC

富⼠川かりがね橋（事業中）

国道139号富⼠改良（事業中）

国道1号宮島東交差点
交差点改良（R3.2）国道1号富⼠由⽐BP

富⼠⽴体（事業中）

新富⼠駅南地区
街路整備（事業中）

国道139号広⾒IC
オフランプ改良（事業中）

1級市道出⽔新梨線
他1路線（事業中）

⽥中⻘⽊線
（事業中）

富⼠宮市役所

富⼠市役所

市街地をよび主要幹
線軸の渋滞が発⽣

本市場⼤渕線
（事業中）

富⼠川SIC

469

52

市街地をよび主要幹
線軸の渋滞が発⽣

４．岳南都市圏における渋滞対策 （実施主体：国土交通省）

４－１ 岳南地域における対応方針
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○地域ごとの検討部会を中⼼に個々のエリアで検討を進め、渋滞対策推進協議会において、各検討部会の検討状況及び結果を報告
○新たに「岳南エリアWG」を設置することで、関係機関と渋滞対策を検討する

⻄部地域検討部会
○浜松エリア
○エリア外（中東遠地区）

中部地域検討部会
○富⼠エリア
○静岡エリア
○藤枝・焼津・島⽥エリア
○エリア外

○岳南エリアWG（富⼠・富⼠宮）

東部伊⾖地域検討部会
○沼津・三島エリア
○エリア外

静岡県道路交通渋滞対策推進協議会

■岳南エリアWGの概況

地域
（検討部会） 中部地域

エリア等 岳南エリアWG

主な市町
・地区等 富⼠市・富⼠宮市

主要渋滞
箇所数

8区間（17箇所）
単独箇所︓10箇所

※富⼠市・富⼠宮市内の箇所数

事務局 静岡国道事務所

※令和5年度追加

組 織（所 属） 役 職

中部地⽅整備局 静岡国道事務所 副所⻑

中部運輸局 静岡運輸⽀局（企画調整担当） ⾸席運輸企画専⾨官

静岡県 交通基盤部 道路局 道路企画課 課⻑代理

静岡県 富⼠⼟⽊事務所 企画検査課 主任

富⼠市 建設部 道路整備課 課⻑

富⼠宮市 都市整備部 道路課 課⻑

静岡県警本部 交通部 交通規制課 課⻑補佐

静岡県警察 富⼠警察署 交通課 交通課⻑

静岡県警察 富⼠宮警察署 交通課 交通課⻑

NEXCO中⽇本 東京⽀社
富⼠保全・サービスセンター⼯務担当課 課⻑

静岡県トラック協会 富⼠⽀部 ⽀部⻑

静岡県タクシー協会 富⼠・富⼠宮⽀部 ⽀部⻑

富⼠急静岡バス（株） 業務部 業務部⻑

岳南電⾞（株） 鉄道部 鉄道部⻑代理

【事務局】 中部地⽅整備局 静岡国道事務所 計画課

■岳南エリアWGの体制メンバー（案）

４．岳南都市圏における渋滞対策 （実施主体：国土交通省）

４－２ 岳南エリアＷＧの位置づけ （検討体制等）
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５．⻑泉IC交差点 （実施主体：国土交通省）

○⻑泉IC交差点の⻄進流⼊部（東駿河湾環状道路下り（東名沼津IC⽅⾯）オフランプ）では、平⽇朝ピーク時間帯において、最⼤800mの渋滞が発⽣してお
り、右折⾞両が本線交通の進⾏を阻害。

○右折レーンの滞留⻑を現況36mから114ｍに延伸することで滞留スペースを確保し、ランプ部の渋滞緩和、本線交通の阻害減少が期待。

■⻑泉IC交差点⻄進流⼊部の状況 ■対策案

⻑泉IC
交差点246

対策案

現況

⻑泉IC
交差点246

⾄

沼
津
Ｉ
Ｃ

⾄ 御殿場市

⾄ 沼津市

⾄

伊
⾖
市

⽅向別
交通量

⾄

沼
津
Ｉ
Ｃ

⾄ 御殿場市

⾄ 沼津市

⾄

伊
⾖
市

右折交通
その他

右折レーンの延伸
現況36m→対策後114ｍ

（約78ｍ延伸）

＜下りオフランプ＞
右折⾞両がはみ出し
本線まで渋滞が延伸

右折交通
その他

466

818
710

出典（⽅向別交通量）︓交通量調査（ R4.10.12(⽔)7〜9時の2時間計）⾄ 伊⾖市 R4.10.12(⽔) 7時頃

本線まで渋滞延伸

右折 右折 直進 左折

⻑泉IC交差点

︓主要渋滞箇所

⾄

伊
⾖
市

246

246

1

⾄ 裾野・御殿場市

⾄ 沼津市

最⼤渋滞⻑ 約800m

出典（渋滞⻑）︓
渋滞⻑調査（ R4.10.12(⽔)）

36m

⾄

沼
津
I
C

５－１ 長泉IC交差点 右折レーン延伸

利用者団体連携
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６．SNSを⽤いた東駿河湾環状道路の混雑緩和に向けた情報発信 （実施主体：国土交通省）

○速度低下が顕著な⼤場・函南IC〜三島塚原IC区間下り（東名沼津IC⽅⾯）の渋滞緩和に向け、令和4年10⽉にTwitterを活⽤した情報発信を実施。
○「時差出勤」、「上り勾配でのアクセル」、「⾞間距離の確保」 を推進する内容を動画を交えて投稿。
○キャンペーン当⽇のエンゲージメント率は前⽉平均の倍以上と、⾼いエンゲージメント率を記録しており、情報発信は⼀定周知されたと想定。

■キャンペーン投稿

5.3%
4.5%

3.4%

4.7% 4.5%

0.0%
1.0%
2.0%
3.0%
4.0%
5.0%
6.0%

0

25000

50000

75000

100000

インプレッション エンゲージメント率

■インプレッション・エンゲージメント率の推移

キャンペーン投稿⽇の
エンゲージメント率が⾼いキャンペーン

投稿

事故発⽣投稿 事故発⽣投稿⽇は
インプレッション数が多い 事故発⽣投稿

534,609

※twitterアナリティクスより取得

2022年9⽉ 平均エンゲージメント率 1.7% 2022年9⽉ 平均インプレッション数 10813

キャンペーン
投稿 キャンペーン

投稿 72,673

投降内容

投降内容

10⽉7⽇12時投稿

10⽉7⽇12時投稿

・インプレッション ︓ツイートが表⽰された回数
・エンゲージメント総数︓ツイートに対して⾏われたすべてのアクション数（いいねやリツイート等）
・エンゲージメント率 ︓ツイートに対するフォロワーの反応割合（エンゲージメント率が⾼いほどフォロワーの反応が良い投稿）

※9⽉の1投稿当たりの平均エンゲージメント率 1.7%

インプレッション 27,232

エンゲージメント総数 1,778

エンゲージメント率 6.5%

いいね 143

リツイート 90

返信 9

インプレッション 21,577

エンゲージメント総数 1,683

エンゲージメント率 7.8%

いいね 134

リツイート 58

返信 3

インプレッション 18,883

エンゲージメント総数 1,181

エンゲージメント率 6.2%

いいね 90

リツイート 65

返信 6

インプレッション 12,244

エンゲージメント総数 425

エンゲージメント率 3.5%

いいね 46

リツイート 30

返信 4

６－１ 東駿河湾環状道路 SNSを用いた情報発信

10⽉14⽇12時投稿

10⽉21⽇14時投稿
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７．東駿河湾環状道路４⼯区における⾛⾏型視線誘導システム（エスコートライト）の設置 （実施主体：国土交通省）

○下り（東名沼津IC⽅⾯）は、三島⽟沢ICオンランプ付近を先頭に速度低下が発⽣するとともに、三島⽟沢ICオンランプからの合流⾞両によりさらに渋滞が悪化。
○三島⽟沢ICオンランプ合流部付近の⾞両距離を広げ、スムーズな合流を促進するため、エスコートライトの設置を検討。

■4⼯区・連絡路下り⽅向のタイムスペース図 ■エスコートライト設置イメージ

【凡例】 各⾞両︓旅⾏速度

100806040200 [km/h] 【出典】ETC2.0データ（R4.9.30(⾦)）

112
（kp）

113 114 115 116 117

（
時

間
帯

）

進⾏⽅向
（下り）
→

⾄
沼
津
岡
宮IC⾄

下
⽥

東
海
道
新
幹
線

Ｊ
Ｒ
東
海
道
線

三島⽟沢IC
OFF

三島⽟沢IC
ON

三島塚原IC
OFF

三島⽟沢IC
ON

⼤場函南IC
OFF

⼤場函南IC
ON 付加⾞線設置区間

トラカン

三島塚原IC
ON

三島塚原IC
OFF

塚原
ON⽟沢

ON
(合流部終了)

塚原
OFF
(分流部開始)⽟沢

ON
(合流部開始)

⽟沢
OFF

⼤場・函南
ON

三島塚原IC
ON

三島⽟沢IC
OFF

速度20㎞/ｈ未満の
⾞両発⽣範囲

6:00

6:10

6:20

6:30

6:40

6:50

7:00

7:10

7:20

7:30

7:40

7:50

8:00

8:10

8:20

8:30

8:40

8:50
9:00

6:40本線＋三島⽟沢IC流⼊交通量が最⼤となり、
6:50過ぎより本線の速度低下が発⽣し、ピーク終了まで継続

①

6:00

6:10

6:20

6:30

6:40

6:50

7:00

7:10

7:20

7:30

7:40

7:50

8:00

8:10

8:20

8:30

8:40

8:50
9:00

⾄ 伊⾖

⾄ 沼津IC

①

⾄ 伊⾖

⾄ 沼津IC

①

合流⾞両が多い

合流区間に⼊りすぐに
⾞線変更する⾞両

【出典】⾸都⾼速道路株式会社HP ⾸都⾼の技術

設置イメージ

【出典】 R4.9.30(⾦)CCTV映像よりカウント

 三島⽟沢ICオンランプ部・本線交通量

交通量（台/10分）

114

147

205

225

249

200

134

104

109

114

123

176

171

133

119

172

175

149

13

26

19

47

45

52

79

99

99

116

113

70

64

71

32

43

42

28

0 100 200 300

本線交通 ランプ交通

6:50以降
三島⽟沢IC
流⼊交通が
増加傾向

6:40に交通が最⼤

設置箇所を検討中

ピーク時間

７－１ 東駿河湾環状道路 走行型視線誘導システムの設置
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８．ららぽーと沼津周辺の誘導経路検討 （実施主体：事業者）

○開業時にハード・ソフト両⾯での渋滞対策を実施し、⼀定の効果があったものの、年末年始やセール開催時には、国道1号を含む周辺道路にて交通渋滞が発⽣。
○現在の交通状況を踏まえ、いまいちど交通渋滞の緩和を⽬指す交通対策の検討を実施。
○開業後に開通した道路や、これから開通する道路を含め、適切な経路案内を検討。

■令和4年7⽉セール時とオープン時の速度状況の差分図

1
1

ららぽーと
沼津

⾄

静
岡
市

⾄

三
島
市

87

405

1622

15km/h以上向上
5〜15km/h向上
±5km/h以内
5〜15km/h低下
15km/h以上低下
データなし

【旅⾏速度変化】

東椎路東

江原公園

共栄町⻄椎路

⻄沢⽥榎⽥

10時台
11時台
12時台
13時台
14時台
15時台
16時台
17時台
18時台

07時台
08時台
09時台

進⾏⽅向
⾄
静
岡

⾄
三
島⻄熊堂 江原

公園
東沢⽥中沢⽥東中沢⽥⻄沢⽥⻄沢⽥⻄⻄沢⽥榎⽥東椎路東県⾃⼊⼝市⺠病院南東椎路中⻄椎路

15km/h以上低下 5〜15km/h低下 ±5km/h以内 5km/h以上向上【凡例】

令和4年11⽉10⽇（⽊）
■メンバー
・沼津河川国道事務所
・沼津⼟⽊事務所
・沼津市
・沼津警察署
・三井不動産業マネジメント㈱

1

地図出典︓国⼟交通省 国⼟地理院 地理院地図（電⼦国⼟Web）を加⼯して作成

414

凡例

現在の誘導経路

事業中路線
開業後開通路線

国道1号

⻑泉なめり駅

下⼟狩駅

⼤岡駅

沼津駅

⽚浜駅

愛鷹スマートIC
沼津岡宮IC

⻑泉IC

市⽴病院南

県⾃⼊⼝ 東椎路東
⻄沢⽥榎⽥

⻄沢⽥⻄
沼津市⽴病院

東間⾨

（都）⾦岡浮島線

（都）沼津三島線

（都）三枚橋岡宮線

（都）⾦岡浮島線
(⻄椎路⼯区)

令和4年9⽉開通 （都）池⽥柊線
令和5年3⽉開通

（都）⽚浜⻄沢⽥線

①ららぽーと全景 ②⻄沢⽥榎⽥交差点

８－１ ららぽーと沼津 誘導経路検討

21



11

○広⾒IC下りオフランプは、オフランプの容量を拡⼤し、本線への影響を低減させるため、左折レーンの追加、およびオフランプの延伸
対策に着⼿。

○富⼠川かりがね橋は、富⼠川橋の渋滞緩和、緊急輸送路の補完、富⼠川東⻄の交流促進などを⽬的として、周辺道路の整備
と併せて新設橋梁⼯事を推進中。令和5年度の開通を予定。

○静岡南北道路⻑沼⽴体は、令和5年2⽉3⽇中部地⽅⼩委員会第1回計画段階評価において、「渋滞緩和による地域交通の
活性化」を政策⽬標（案）として設定。

○富⼠市・富⼠宮市を⼀体的に岳南地域として交通課題を共有し、対策の検討、分析・効果検証を⾏うため、『岳南エリアWG』を
⽴ち上げる。

９．結論（案）

９－１ 結論（案）
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○⻑泉IC交差点は、⻄進流⼊部（東駿河湾環状道路下り（東名沼津IC⽅⾯）オフランプ）で平⽇朝ピーク時間帯において、最
⼤800ｍの渋滞が発⽣しており、右折⾞両が本線交通の進⾏を阻害。右折レーンの滞留⻑延伸により滞留スペースを確保し、ラ
ンプ部の渋滞緩和、本線交通の阻害減少が期待。

○速度低下が顕著な、東駿河湾環状道路 ⼤場・函南IC〜三島塚原IC区間下り（東名沼津IC⽅⾯）の渋滞緩和に向け、令
和4年10⽉にTwitterを活⽤した情報発信を実施。

○東駿河湾環状道路下り（東名沼津IC⽅⾯）は、三島⽟沢ICオンランプ付近を先頭に速度低下が発⽣するとともに、三島⽟沢
ICオンランプからの合流⾞両によりさらに渋滞が悪化。三島⽟沢ICオンランプ合流部付近の⾞両距離を広げ、スムーズな合流を促
進するため、エスコートライトの設置を検討。

○ららぽーと沼津開業時にハード・ソフト両⾯での渋滞対策を実施し、⼀定の効果があったものの、年末年始やセール開催時には、国
道1号を含む周辺道路にて交通渋滞が発⽣。現在の交通状況を踏まえ、いまいちど交通渋滞の緩和を⽬指し、適切な経路案内
を検討。

９．結論（案）

９－２ 結論（案）


